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議
案
第
46
号
　
平
成
22
年
度
小
国
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
に
２
億
５
５
８
５
．９
万
円
を
追
加
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
地
方
交
付
税（
４
３
１
１
万
円
）国
庫

支
出
金（
３
７
０
０
万
円
）県
支
出
金（
７
８
７
２
万
円
）

繰
入
金（
２
３
０
０
万
円
）繰
越
金（
１
億
８
７
９
４
万

円
）で
町
債
を（
１
億
１
７
２
９
万
円
）減
額
し
た
。主
な

歳
出
に
お
い
て
は
総
務
費（
１
億
６
３
６
６
万
円
）民
生

費（
２
２
８
万
円
）農
林
水
産
業
費（
６
５
０
万
円
）商

工
費（
３
７
０
万
円
）土
木
費（
３
５
０
万
円
）災
害
復

旧
費（
７
４
６
３
万
円
）衛
生
費（
１
１
０
万
円
）教
育
費

（
４
８
万
円
）を
追
加
し
た

議
案
第
47
号
　
平
成
22
年
度
小
国
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
に
７
万
円
追
加
し
た
。歳
入
は
繰
越
金
で
、歳

出
に
お
い
て
は
諸
支
出
金
に
７
万
円
追
加
し
た
。

議
案
第
48
号
　
平
成
22
年
度
小
国
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
に
５
５
９
．１
万
円
を
追
加
し
た
。歳
入
は
繰

越
金
で
、歳
出
に
お
い
て
は
諸
支
出
金
に
５
５
９
．１
万
円

追
加
し
た
。

議
案
第
49
号
　
平
成
22
年
度
小
国
町
地
方
改
善
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
に
４
２
８
．１
万
円
を
追
加
し
た
。歳
入
は
諸

収
入
で
、歳
出
に
お
い
て
は
公
債
費
に
３
９
２
．３
万
円
、諸

支
出
金
に
３
５
．８
万
円
を
追
加
し
た
。

議
案
第
50
号
　
平
成
22
年
度
小
国
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
収
入
・
支
出
の
予
定
額
を
次
の
と
お
り
補
正
し
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
費
２
１
０
万
円
と
上
水
道
事
業
費
の
予

備
費
６
４
．４
万
円
を
削
減
し
、上
水
道
事
業
費
の
営
業
費

用
に
２
７
４
．４
万
円
を
繰
り
入
れ
追
加
し
た
。

平成22年度補正予算可決

悠
木
産
業
の
清
算
に
つ
い
て

『
農
林
振
興
課
長
』

１
　
清
算
後
の
製
材
所
跡
に

　
つ
い
て
、
㈱
南
栄
に
よ
る

　
地
元
説
明
会
を
次
の
と
お

　
り
予
定
し
て
い
る
。

①
９
月
10
日
黒
渕
公
民
館
大

　
字
黒
渕
協
議
会
・
３
８
７

　
会
の
役
員
、行
政
部
長
対
象

②
今
月
末
を
黒
渕
地
区
住
民

　
対
象

２
　
そ
の
製
材
所
土
地
・
建

　
物
に
つ
い
て
、
㈱
南
栄
は

　
借
用
か
ら
購
入
へ
の
考
え

　
を
示
さ
れ
た
。 

総
合
計
画
に
つ
い
て               

『
総
務
課
長
』

①
現
在
策
定
中
で
２
０
０
０

　
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

　
施
し
た
。

②
11
月
に
策
定
委
員
会
の
開

　
催
。

③
12
月
議
会
に
審
議
が
出
来

　
る
よ
う
な
た
た
き
台
を
提

　
出
。

④
１
〜
２
月
策
定
審
議
会
を

　
開
催
。

⑤
３
月
議
会
に
て
議
決

以
上
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行

い
た
い
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
つ
い
て

『
総
務
課
長
』

①
現
在
特
例
申
し
込
み
期
間

　
中
で
１
７
０
０
世
帯
の
申

　
し
込
み
が
あ
っ
て
い
る
。

②
当
初
の
事
業
費
は
16
億
円

　
だ
っ
た
が
、
14
億
円
に
低

　
下
し
た
。

③
こ
の
低
下
し
た
分
で
画
像
の

　
配
信
を
行
い
た
い
。
こ
れ
ら

　
の
機
器
の
整
備
を
行
い
た
い
。

④
役
場
も
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
等

　
を
研
修
し
て
行
き
た
い
。

⑤
ス
タ
ジ
オ
は
Ｆ
Ｍ
ス
タ
ジ

　
オ
を
利
用
す
る
。

⑥
人
材
を
今
後
確
保
し
て
行

　
き
た
い
。

行
政

報
告
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平成22年度条例改正等
議案第40号　小国町職員等退職手当基金条例について
議案第41号　小国町社会教育委員条例の一部を改正する条例について
議案第42号　阿蘇広域行政事務組合の共同処理する事務及び規約の一部変更について
議案第43号　過疎地域自立促進計画の策定について

議案第45号　町道路線の認定について

議案第44号　町道路線の廃止について
※国道387号線開通に伴い、岳の湯～戸井の口線の一部が町道から外れました

　

過
疎
債
を
起
債
し
、
平
成
22

年
度
よ
り
平
成
27
年
度
ま
で
に
、

町
内
の
道
路
や
水
路
、
福
祉
、

教
育
そ
の
他
住
民
の
暮
ら
し
に

必
要
な
環
境
整
備
を
更
に
行
っ

て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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 平成21年度　決算を認定

　
歳
入
全
体
の
自
主
財
源
の

割
合
は
、
前
年
比
６
％
減
少

し
て
い
る
。
経
済
不
況
の
影

響
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
団
塊
の
世
代
の
退
職

に
よ
り
税
収
の
減
収
も
み

ら
れ
る
。
こ
の
年
度
は
国
の

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
に
よ
り
総
額
は
前
年
対
比

２
５.

１
％
増
額
と
な
っ
た
。

今
後
も
景
気
の
回
復
は
見
込

め
ず
、
さ
ら
な
る
経
費
の
節

約
が
望
ま
れ
る
。

　
歳
出
で
は
、
総
務
費
・
教

育
費
・
土
木
費
が
大
幅
な
伸

び
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
国
の

経
済
対
策
に
よ
り
小
学
校
の

耐
震
補
強
工
事
と
大
規
模
改

修
工
事
及
び
道
路
改
修
工
事

が
大
幅
に
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
民
生
費
が
年
々
伸

び
て
き
て
い
る
、
民
生
費
は

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
政

策
が
影
響
し
て
い
る
。
今
後

も
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
が
、

効
果
の
あ
る
政
策
が
望
ま
れ

る
。

監
査
委
員
の
意
見
書
よ
り

　
代
表
監
査
委
員鎗

水
　
盛
春

　
議
選
監
査
委
員奴

留
湯
哲
宣

一般会計

町　　　　　税 6億948万円

地 方 交 付 税 26億3342万円

国 ・ 県 支 出 金 13億7111万円

地 方 譲 与 税 8608万円

消費税交付金 1億1671万円

分担金・負担金 3億9481万円

使用料・手数料 7166万円

繰　　越　　金 3億5468万円

繰　　入　　金 8025万円

町　　　　　債 5億7865万円

そ　　の　　他 8389万円

9.6　町税　

（％）

地方譲与税　1.3
消費税交付金　1.8

分担金・負担金　6.2

使用料・手数料　1.1

繰越金　5.6
繰入金　1.3

町債　9.1

その他
　1.2

41.3  
地方交付税　

21.5  
国・県支出金　

歳　入

歳入総額

63億8073万円

民　　生　　費 11億4449万円

総　　務　　費 11億1509万円

教　　育　　費 10億3960万円

公　　債　　費 6億5565万円

農林水産業費 5億8956万円

衛　　生　　費 3億6511万円

諸　支　出　金 2億6524万円

土　　木　　費 2億3594万円

消　　防　　費 1億8400万円

商　　工　　費 1億4502万円

災 害 復 旧 費 8078万円

議　　会　　費 6639万円

19.4　民生費　

農林水産費　10.0

衛生費　6.2

諸支出金　4.5

土木費　4.0
消防費　3.1
商工費　2.5
災害復旧費　1.4

諸会費　1.1

18.9
総務費

17.7
教育費11.1 

公債費　

歳　出

歳出総額

58億8686万円

（％）
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 平成21年度　決算を認定
小国町水道事業会計

　
国
民
健
康
保
険
の
歳
出

で
は
、
前
年
対
比
７
８
５
万

円
の
増
で
あ
り
、
年
々
歳

出
は
増
加
の
傾
向
で
あ

る
、
健
康
増
進
に
よ
る
医

療
費
の
削
減
と
収
入
未
済

額
が
約
４
０
２
５
万
円
あ

り
、
自
主
財
源
で
あ
る
保

険
税
の
確
保
が
必
要
で
あ

る
。

　
介
護
保
険
歳
出
は
、
前

年
と
比
較
し
て
増
額
と

な
っ
た
の
は
、
保
険
給
付

費
８
０
３
１
万
円
で
あ
る
、

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
努

め
、
施
設
利
用
が
進
ま
な

い
健
康
の
町
づ
く
り
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
坂
本
善
三
美
術
館
で

は
、
一
般
会
計
よ
り
の
繰

入
金
が
９
７
４
万
円
で
あ

り
全
体
の
74
％
を
占
め

て
い
る
、
入
館
者
増
や

シ
ョ
ッ
プ
売
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
町
民
に
親
し

ま
れ
る
美
術
館
が
望
ま
れ

る
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
で

は
、
合
併
浄
化
槽
管
理
費

と
差
が
出
な
い
よ
う
収
納

率
の
向
上
が
望
ま
れ
る
。

区　　分 収入決算額 支出決算額 増減額
上水道事業 1億 175万円 7797万円 2378万円
簡易水道事業 2834万円 4542万円 △ 1708万円
合　計 1億 3009万円 1億 2339万円 670万円

区　　分 20年度 21年度 対前年比
経営収益 1億 3236万円 1億 2411万円 △ 825万円
経営費用 1億 2323万円 1億 2068万円 △ 255万円
経営利益 913万円 343万円 △ 570万円
当年度純利益 906万円 343万円 △ 563万円

　
水
道
事
業
会

計
で
は
、
収
支

で
は
当
年
度
利

益
は
３
４
３
万

円
で
、
前
年
対

比
５
６
３
万
円

減
少
し
、
給
水

収
益
が
５.

３
％

減
少
し
て
い
る
。

有
収
率
が
年
々

低
下
し
て
い
る

の
と
給
水
人
口

の
減
が
大
き
な

減
収
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
今
後
、

漏
水
調
査
を
実

施
し
、
漏
水
工

事
等
を
行
い
有

収
率
を
上
げ
る

こ
と
と
、
事
業

の
改
善
を
図
り
、

経
営
効
率
化
に

一
層
努
め
る
必

要
が
あ
る
。

特別会計
区　分 歳　入 歳　出 収支額

国民健康保険 12億 6394万円 12億 3392万円 3003万円
老人保健 501万円 21万円 480万円
介護保険 7億 4270万円 6億 7365万円 9605万円
後期高齢者医療 9924万円 9428万円 496万円
地方改善施設住宅
新築資金等貸付金 157万円 157万円 0円

坂本善三美術館 1315万円 1315万円 0円
簡易水道 791万円 768万円 23万円
農業集落排水事業 1億 4388万円 14064万円 323万円
特別会計総額 22億 7740万円 21億 6510万円 1億 1230万円
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一般質問

問　

岳
の
湯
、
は
げ
の
湯

地
域
住
民
は
地
下
熱
水
を

活
用
し
共
存
・
共
栄
を
目

指
し
て
き
た
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
下
熱
水

を
利
用
し
た
、
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
計
画
を
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
町
長
の
考
え
は

【
総
務
課
長
】
岳
の
湯
組
は

以
前
の
電
源
開
発
に
よ
る

地
熱
発
電
計
画
を
断
念
し

た
経
緯
が
あ
り
そ
の
際
、

賛
否
を
巡
っ
て
住
民
が
二

分
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

町
は
地
元
の
判
断
を
見
守

り
た
い
。

問　

口
蹄
疫
に
お
い
て
、

初
動
ミ
ス
が
原
因
で
惨
劇

を
生
ん
だ
と
聞
く
。

　

被
害
は
危
機
意
識
の
低

さ
や
消
毒
体
制
の
不
備
に

よ
っ
て
拡
大
し
た
と
思
う
。

　

被
害
農
家
へ
の
す
み
や

か
な
補
償
な
ど
が
大
切
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
防
疫
体
制
は
県
や

市
町
村
を
超
え
て
広
域
的

に
行
う
べ
き
と
思
う
。

　

当
町
で
も
５
か
所
の
消

毒
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
町
職

員
が
交
代
で
消
毒
を
行
っ

た
。
今
後
、
郡
内
や
県
内
で

の
防
疫
訓
練
な
ど
を
行
い
、

早
期
対
応
に
努
め
た
い
。

岳
の
湯
・
は
げ
の
湯
に
バ
イ
ナ

リ
ー
発
電
計
画
？

問　

今
夏
、
記
録
的
な
猛
暑

で
農
作
物
畜
産
物
の
栽
培
や

収
穫
の
被
害
が
出
て
い
る
と

聞
く
。
現
在
の
被
害
状
況
と

対
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

【
農
林
振
興
課
長
】
小
国
で

は
秋
出
荷
の
大
根
や
野
菜
が

多
く
影
響
が
出
る
と
思
わ
れ

る
。
現
に
ほ
う
れ
ん
草
は
出

荷
が
少
な
く
な
り
価
格
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

熱
中
症
の
牛
も
出
て
い
る

と
聞
く
の
で
対
策
を
考
え
て

い
る
。

問　

町
立
保
育
園
の
建
て

替
え
計
画
と
補
食
給
食
の

改
善
、
待
機
児
童
の
現
状

と
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

送
迎
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

【
保
育
園
長
】　

建
て
替
え

は
過
疎
計
画
・
総
合
計
画

に
て
計
画
中
。
園
児
は
定

員
25
％
超
ま
で
は
受
け
入

れ
可
能
の
た
め
待
機
児
童

は
い
な
い
。
完
全
給
食
に

つ
い
て
は
、
３
歳
以
上
の

園
児
が
補
食
給
食
な
の
で

完
全
給
食
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。
園
児
用
の
送
迎

バ
ス
は
座
席
の
規
格
が
違

う
、
将
来
統
合
す
る
と
き

に
検
討
し
た
い
。

問　

町
内
外
の
若
者
が
移

住
・
定
住
し
て
、
農
商
工

で
自
立
経
営
で
き
る
よ
う

な
相
談
窓
口
は
あ
る
か
。

【
商
工
企
業
促
進
課
長
】
県

の
中
小
企
業
融
資
制
度
が

あ
る
が
、
新
規
の
方
は
役

場
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。

【
町
長
】
移
住
に
つ
い
て
は
、

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
階

に
窓
口
を
設
け
て
い
る
の

で
相
談
し
て
ほ
し
い
。

熊
谷　
眞
巳

農
畜
産
物
の
暑
熱
対
策
は小

田　
清　
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一般質問

問　

北
里
柴
三
郎
博
士

は
、
小
国
町
に
と
っ
て
誇

る
べ
き
存
在
で
あ
り
な
が

ら
、
町
の
玄
関
口
の
ゆ
う

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
生
誕
地

等
の
看
板
一
枚
な
い
。
博

士
の
看
板
を
立
て
る
べ
き

と
思
う
が
。

【
町
長
】
博
士
の
顕
彰
と
し

て
は
、
町
内
で
柴
三
郎
博
士

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
も
始
め
た
。

北
里
研
究
所
の
意
向
も
聞

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
意

向
を
打
診
し
て
考
え
た
い
。

問　

町
内
に
本
社
を
置
き

町
内
の
人
を
雇
用
し
、
町

外
か
ら
金
を
稼
ぐ
企
業
は
、

町
に
と
っ
て
貴
重
な
存
在

で
あ
る
。
企
業
誘
致
も
大

事
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
要

件
を
み
た
す
企
業
を
調
査

し
、
支
援
・
優
遇
策
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
商
工
企
業
促
進
課
長
】
そ

の
よ
う
な
企
業
が
町
内
に

存
在
す
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
調
査
し
て
、支
援
・

優
遇
を
考
え
て
み
た
い
。

問　

町
内
の
農
業
は
疲
弊

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

木
材
の
乾
燥
は
地
熱
を
利

用
し
て
効
果
を
あ
げ
て
い

る
と
聞
く
の
で
、
農
業
に

も
地
熱
利
用
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
木
材
乾
燥
は
良
い

製
品
が
で
き
評
価
も
高
い
。

農
業
利
用
な
ど
大
規
模
な

地
熱
利
用
は
地
元
の
合
意

次
第
で
考
え
た
い
。

問　

な
か
な
か
企
業
誘
致

が
進
ま
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
進
出
企
業
は

工
業
団
地
が
有
っ
た
り
、

耕
作
放
棄
地
が
あ
っ
た
の

で
進
出
し
て
き
た
。

　

地
域
に
あ
る
資
源
（
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
熱
や

自
然
の
エ
コ
）
を
活
用
で

き
る
企
業
を
誘
致
し
て
ほ

し
い
。
地
熱
や
自
然
は
電

気
以
外
に
も
色
々
な
活
用

が
期
待
さ
れ
る
。

【
町
長
】
地
域
あ
っ
て
の
町

で
あ
り
、地
域
の
実
情
に
合
っ

た
や
り
方
を
し
た
い
。
行
政

と
し
て
色
々
な
情
報
を
地
域

に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問　

電
気
自
動
車
の
普
及

が
急
速
に
進
む
中
、
庁
舎

横
に
車
用
充
電
器
装
置
を

設
置
し
対
応
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
小
国
町
も

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
庁

舎
に
設
置
し
、
観
光
に
つ

な
げ
て
は
ど
う
か
。

【
総
務
課
長
】
行
政
も
エ
コ

を
視
野
に
入
れ
て
行
き
た

い
が
、
車
用
充
電
設
備
に

地
域
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
を

奴
留
湯 

哲
宣

町
内
企
業
に
支
援
・
優
遇
を

原
山　
光
成

な
る
と
３
０
０
万
円
位
か

か
る
の
で
、
商
工
企
業
促

進
課
と
考
え
て
行
き
た
い
。

問　

平
野
屋
跡
地
の
現
状

は
。
有
効
活
用
の
面
か
ら

地
区
駐
車
場
と
し
て
も
ら

い
た
い
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
販
売
所
や
縁
側
が
あ

り
土
・
日
は
観
光
客
も
増

え
て
い
る
。

【
商
工
企
業
促
進
課
長
】
平

野
屋
跡
地
は
ま
だ
売
れ
て

い
な
い
。

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
水

路
の
安
全
対
策
を
行
え
ば

可
能
な
の
で
、
そ
の
方
向

で
考
え
て
い
き
た
い
。
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一般質問

問　

連
日
子
供
へ
の
虐
待
、

育
児
放
棄
な
ど
の
報
道
が

あ
り
心
が
痛
む
。
大
切
な

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め

小
国
町
で
も
予
防
対
策
が

必
要
と
思
う
が
対
応
を
し

て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
学
校
で
は
水
泳

や
体
操
の
時
間
に
注
意
し

て
見
て
い
る
。

【
保
育
園
長
】　

保
育
園
で

は
毎
日
観
察
し
て
い
る
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

も
注
意
し
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
な

い
家
庭
に
は
保
健
師
が
指

導
に
行
く
な
ど
幾
重
に
も

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
育
児
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　

異
常
を
発
見
し
た
場
合

確
認
し
話
し
合
う
が
、
解

決
し
な
い
場
合
は
児
童
相

談
所
に
通
報
す
る

問　

地
元
説
明
会
の
開
催

時
間
に
つ
い
て
、
午
後
７

時
で
は
早
す
ぎ
る
気
が
す

る
。

　

ま
た
公
共
交
通
の
説
明

会
に
つ
い
て
は
、
範
囲
が

広
く
説
明
会
場
ま
で
３
〜

４
キ
ロ
と
地
域
の
実
情
や

交
通
弱
者
の
事
を
考
え
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
今
後
十
分
注

意
し
て
対
応
し
た
い
。

子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
の

対
策
に
つ
い
て

問　

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

の
屋
根
付
き
橋
の
桁
が
腐
食

し
て
危
険
。
調
査
し
て
修
理

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
ご
指
摘
の
橋

は
、
屋
根
や
他
の
部
分
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
が
、
基

礎
と
な
る
桁
部
分
が
腐
食
し

て
い
る
。
早
急
に
橋
を
設
計

し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
協

議
し
有
効
な
方
法
で
補
修
に

入
り
た
い
。

問　

危
険
木
の
伐
採
補
助

金
に
つ
い
て
。
台
風
、
大

雨
時
の
災
害
を
予
防
す
る

た
め
山
主
に
伐
採
を
依

頼
し
た
い
と
思
う
が
ど
う

い
っ
た
方
法
が
あ
る
か
。

【
総
務
課
長
】平
成
16
年「
隣

地
安
全
対
策
立
木
等
撤
去

補
助
事
業
」
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
基
本
的
に
自
分

の
家
又
は
自
己
の
立
木
が
、

他
人
の
家
に
被
害
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
あ
れ
ば
、

危
険
木
と
認
定
さ
れ
伐
採

経
費
が
補
助
対
象
と
な
る
。

梅
田　
正
剛

経
費
の
３
分
の
１
が
補
助

対
象
で
最
高
額
30
万
円
ま

で
。

問　

新
橋
２
組
地
区
の
町

道
上
の
急
傾
斜
部
分
は
危

険
区
域
に
認
定
さ
れ
て
い

る
か
。

【
建
設
課
長
】
昭
和
62
年

新
橋
若
宮
地
区
は
「
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区
域
」
の

指
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

指
定
範
囲
は
長
さ
５
０
０

メ
ー
ト
ル
高
さ
20
メ
ー
ト

ル
と
広
範
囲
に
及
ぶ
。

危
険
木
伐
採
補
助
金
に
つ
い
て

永
田　
征
一
郎
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一般質問

問　

町
長
が
進
め
て
き
た

施
策
の
中
で
、
最
も
重
要

な
企
業
誘
致
に
つ
い
て
町

と
し
て
も
検
証
、
あ
る
い

は
総
括
を
行
う
時
期
に
来

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
企
業
誘
致
だ
け
で

な
く
、
今
ま
で
進
め
て
き

た
い
ろ
ん
な
政
策
に
つ
い

て
総
括
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
総
括

を
基
に
こ
れ
か
ら
作
り
上

げ
る
総
合
計
画
な
ど
の
礎

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

町
長
就
任
時
に
、
町
民

か
ら
期
待
の
多
か
っ
た
件

に
、
若
者
の
働
く
場
の
確

保
が
あ
っ
た
。

　

企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て

の
行
政
の
思
い
と
し
て
は
、

雇
用
の
促
進
、
将
来
に
わ

た
っ
て
の
定
住
、
若
者
が

安
心
し
て
残
れ
る
よ
う
な

町
づ
く
り
が
あ
る
。
中
山

間
地
と
い
う
条
件
を
考
え

る
と
ど
う
し
て
も
仕
事
や

雇
用
と
い
う
課
題
が
あ
る

の
で
は
と
思
い
、
そ
れ
を

進
め
な
け
れ
ば
と
拙
速
し

た
か
も
し
れ
な
い
。

　

総
括
に
あ
た
り
、
企
業

誘
致
に
関
し
検
証
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
慎
重
な
姿
勢

が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

問　

農
家
の
収
入
安
定
が
若

い
後
継
者
を
残
す
こ
と
に
な

る
と
思
う
。
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
施
策
が
あ
る
か
。

【
町
長
】
全
国
的
な
少
子
高

齢
化
の
中
で
小
国
町
も
例
外

で
は
な
い
。
減
少
か
ら
横
ば

い
な
い
し
、
な
だ
ら
か
な
減

少
で
収
ま
る
よ
う
に
、
農
産

物
直
販
所
活
用
に
よ
る
農
業

の
活
性
化
や
、
企
業
誘
致
な

ど
の
施
策
を
進
め
な
が
ら
若

者
の
定
住
を
進
め
た
い
。

問　

４
年
前
、
町
長
に
就

任
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

課
題
に
取
り
組
ん
で
来
ら

れ
た
が
、
総
合
計
画
、
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
実
現

の
た
め
に
も
来
期
の
改
選

で
２
期
目
を
目
指
す
の
か
。

【
町
長
】
次
期
町
長
選
に
出

企
業
誘
致
に
つ
い
て
検
証
と

総
括
を

北
里　
邦
治

農
業
後
継
者
対
策
は

石
松　
丈
多
郎

馬
し
２
期
目
を
目
指
す
。

　

就
任
後
よ
り
各
地
を

回
っ
た
地
域
懇
談
会
で
も

厳
し
い
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

町
の
財
政
も
回
復
し
つ

つ
あ
る
の
で
、
積
極
財
政

に
転
換
し
な
が
ら
、
町
民

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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一般質問

問　

専
決
処
分
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
。

　

６
月
議
会
で
国
民
健
康

保
険
の
専
決
が
な
さ
れ
、

保
険
税
の
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
た
。
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
と
第
１
８
０
条

に
基
づ
く
専
決
処
分
と
は

議
会
が
成
立
を
し
な
い
と

き
・
緊
急
を
要
す
る
事
項

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
引
き
上
げ
は
国
庫
負

担
率
の
引
き
下
げ
で
税
の

引
き
上
げ
と
な
っ
た
事
は

理
解
で
き
る
が
国
の
通
達

は
３
月
末
に
き
て
い
た
。

そ
の
間
、
臨
時
議
会
を
開

催
し
議
決
を
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
か
。

【
町
長
】
私
も
議
員
時
代

に
同
じ
こ
と
を
思
っ
て
い

た
。
確
か
に
国
民
健
康
保

険
条
例
や
税
条
例
改
正
に

つ
い
て
は
３
月
末
に
通
知

が
あ
っ
た
。

　

今
後
議
会
運
営
や
事
務

上
に
問
題
が
な
け
れ
ば
臨

時
議
会
を
開
催
し
た
い
。

問　

今
回
も
行
政
報
告
が

な
さ
れ
た
が
、
議
員
必
携

に
は
行
政
報
告
は
町
長
等

が
報
告
を
す
べ
き
と
あ
る
。

過
去
の
議
会
で
も
何
回
か

課
長
が
報
告
を
行
っ
た
が
、

本
来
の
姿
に
戻
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
正
直
申
し
上
げ
て

安
易
に
考
え
て
い
た
の
で

謝
罪
し
た
い
。
今
後
は
そ

の
よ
う
に
し
て
行
き
た
い
。

専
決
処
分
と
行
政
報
告
に

つ
い
て

問　

農
家
は
コ
メ
の

価
格
が
60
キ
ロ
当
た
り

８
０
０
０
円
台
と
下
落

し
、
猛
暑
に
よ
る
野
菜

の
不
作
、
口
蹄
疫
に
よ

る
枝
肉
価
格
の
低
迷
で

大
き
な
打
撃
を
受
け
て

い
る
。

　

執
行
部
で
は
職
員
の

意
識
改
革
を
通
し
て

住
民
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
運
営
を
し
て
ほ
し

い
。

【
町
長
】
課
長
会
議
な

ど
を
通
し
て
各
課
新

人
職
員
ま
で
町
民
の

実
情
を
理
解
す
る
た

め
に
、
現
場
に
出
る
よ

う
指
示
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
徹
底
し
た

い
。

時
松　
昭
弘

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

高
村　
祝
次
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今
回
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
と
し
て
有
名
な

北
海
道
美
瑛
町
を
視
察
し

た
。

　

美
瑛
町
は
、
平
成
12
年

の
地
方
分
権
一
括
法
の
施

行
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
の

行
政
主
導
の
町
づ
く
り
か

ら
町
民
参
加
型
の
町
づ
く

り
を
目
指
し
て
き
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
町
民
と
意
思
の
共
有

を
図
り
、
町
づ
く
り
を
進

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
、
農
地
な
ど

の
景
観
を
活
か
し
、
文
化

を
守
り
国
の
施
策
に
頼
ら

な
い
町
づ
く
り
計
画
を
策

定
し
た
。

　

さ
ら
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー

企
業
を
募
る
な
ど
の
独
自

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
た

結
果
、
観
光
客
１
２
０
万

人
が
訪
れ
る
一
大
観
光
地

と
変
貌
し
た
。

　

ま
た
、
廃
校
跡
地
で
は
、

写
真
館
・
体
験
交
流
館
・

食
品
加
工
場
な
ど
多
彩
な

利
活
用
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

小
国
町
で
も
昭
和
60
年

か
ら
「
悠
木
の
里
づ
く
り
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

地
元
に
あ
る
豊
か
な
自

然
や
環
境
を
か
け
が
え
の

な
い
地
域
資
源
と
し
て
磨

き
上
げ
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
る
。

　

特
産
の
小
国
杉
・

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
や
湯
煙
り

立
ち
上
る
湯
の
里
を
従
来

の
山
村
の
発
想
を
超
え
て

活
用
す
べ
き
と
感
じ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
に
は
九

州
で
も
南
小
国
町
や
星
野

村
が
あ
る
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て

我
々
の
町
も
農
山
村
の
景

観
や
文
化
・
環
境
を
守
る

た
め
加
盟
す
べ
き
と
思
っ

た
。

指定管理者の農産物直販所 ふるさと市場の状況

学校跡地利用で前田真三の展示館 美瑛町役場にて

先進地視察研修を終えて

議
長　

河
津　

征
四
郎



編 

集 

後 

記

町
と
香
春
町
に
広
報
研
修

委
員
６
名
で
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
両
町
と
も
全
国

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
審
査
会

に
お
い
て
高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
内
容
も
よ
り
充

実
し
た
広
報
作
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
大
変
得
る

も
の
が
有
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
25
日
・
26
日
に

は
全
国
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

研
修
会
に
小
田
、
石
松
両

議
員
が
参
加
し
、
そ
の
後

広
報
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
今
後
の
議
会
だ
よ
り

の
作
成
に
つ
い
て
、
意
欲

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
内
容

を
よ
り
充
実
し
て
行
け
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委  

員  

長　

時
松 　

昭
弘

副
委
員
長　

小
田 　
　

清

委　
　

員　

奴
留
湯 

哲
宣

　
　
　
　
　

石
松 

丈
多
郎

　
　
　
　
　

永
田 

征
一
郎

　
　
　
　
　

原
山 　

光
成

　
　
　
　
　

熊
谷 　

眞
巳

発
行
責
任
者 

議　
　

長　

河
津 

征
四
郎

ふるさと秋祭り賑わう

　

議
会
だ
よ
り
発
行
も
３

回
目
を
迎
え
様
々
な
、
ご

意
見
を
戴
い
て
き
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
と
し
て
、
親

し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
い
く
た
め
に

去
る
、
８
月
19
日
・
20
日

に
か
け
て
、
福
岡
県
志
免

　

10
月
16
日
〜
18
日
ま

で
小
国
両
神
社
、
秋
の

大
祭
ふ
る
さ
と
秋
祭
り

が
行
わ
れ
た
。
今
年
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
商
工

会
、
町
内
会
、
各
大
字

協
議
会
を
中
心
と
し
て

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

今
年
は
18
日
が
月
曜
日

で
あ
り
、
午
前
中
は
小

国
小
・
小
国
中
学
校
の

子
ど
も
達
の
参
加
が

あ
っ
た
が
、
午
後
か
ら

は
小
国
中
の
子
ど
も
達

は
勉
強
が
あ
り
、
パ
レ
ー

ド
な
ど
に
参
加
す
る
子

ど
も
達
が
少
な
い
よ
う

に
感
じ
た
。
小
・
中
学

生
の
参
加
が
一
日
中
出

来
れ
ば
祭
り
も
、
も
っ

と
盛
大
に
な
る
と
思
う
。

地
域
の
伝
統
文
化
を
伝

え
て
い
く
た
め
に
も
、

全
町
民
を
挙
げ
て
の
お

祭
り
に
し
た
い
。

ふ
る
さ
と

秋
祭
り
に

参
加
し
て

福岡県香春町にて研修 全国議会広報研修会


